
山形市公共交通活性化協議会

※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和２年度地域内フィーダー系統平成１５年４月１日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要
評価項目

前回の評価結果

基礎データ

【地域内フィーダー系統】
〇コミュニティバス高瀬線（１便）（左回り）、
〇コミュニティバス高瀬線（３便、４便）（右回り）
・運行事業者：
山交ハイヤー株式会社（R1年10月～R2年3月）
山寺観光タクシー株式会社（R2年4月～R2年9月）
・系統数：２系統
・運賃：２００円又は３００円

（小学生は半額、未就学児は無料）
※障がい者手帳を提示した者は、上記運賃の半額

・運行日：月曜～金曜（祝日及び年末年始を除く）

合併状況： － 人 口：247,891人 （令和2年11月現在推計人口）
面 積： 381.58平方キロメートル 高齢化率：29.6％ （令和2年4月現在）
協議会開催数：協議会３回※うち書面協議２回 （R1年10月～R2年9月）

・利用促進に向けた広報活動（市、事業者）
・路線のマップ・時刻表のチラシの作成（市）
・利用促進のため、沿線の住民への周知及び沿線施設（商店、病院）等に対す
るPR協力依頼（市）
・コミュニティバス高瀬線と他路線との乗り換え拠点となる山形駅前バスターミナ
ルの整備（市・事業者）

【実施状況等】
R1年10月の運行内容変更と併せて市報（広報やまがた）でPR記事を掲載するとともに、地区のコミュニティ
センターだよりで沿線住民への利用を呼び掛けるPRを行った。
また、高瀬地区コミュニティバス運行協議会と連携しながらマップ・時刻表のチラシをリニューアルし、町内会
に配布するとともに、コミュニティセンターや沿線施設への設置を依頼した。
加えて山形駅前バスターミナルにおける乗り場案内の看板を一新した。

【目標】 運送収入 １，４０２千円／年

【効果】 運送収入の安定による路線の確保・維持

バスサービス水準の低い高瀬地区内での学校、病院等への移動需要、及び
高瀬地区から中心市街地の病院、商店等への移動需要に対応する。
なお、運行経路や乗降環境等で課題があったことからR1年10月に運行内容
を変更し、経路の循環化、車両の小型など利便性の改善を図っている。

【実績】 運送収入：706,914円（R1年10月～R2年9月）（達成率：50.4％） 〔内訳〕 C ：１件
運行経路上の大型スーパーの閉店や、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う外出自粛などの影響
から利用者数が減少したことにより運賃収入が減少したことから、目標を達成できなかった。
※評価の判定基準

・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

令和２年度新規事業のため、前回事業評価なし。

※令和元年度事業までの補助系統（コミュニティバス東部・西部循環線）は、補助対象外となっている。

利用者の通院・買物ニーズと合った経路等の見直しなどについて地区と意見交換を行う。
また、自由乗降区間の延長（※）等の運行内容の見直しによる利便性の向上を図り、利用者や
運送収入の増加を目指す。（※）R3年2月、6月実証実験予定
車内の定期的な換気・消毒や、空気清浄機によるウイルス除去等を行い、利用者に安心して利
用してもらう環境を整えるとともに、これらの取組みを市ＨＰ、地区のコミュニティセンターだよりなど
に掲載して地区住民に周知する。
また、運送収入に係る目標設定については、R1.10月に実施した車両の小型化による乗車定員
の減少等を踏まえ、より適切な目標設定を行う。
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